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研究成果の概要：本研究では育児期の母親を対象に、IT（Information Technology）利用とイ

ンフォーマルサポートネットワーク、家族との関係について、日米でのインタビュー調査なら

びに日本での質問紙調査を実施した。その結果、日米比較では、米国の母親は広い範囲で育児

に関するオンライン・ネットワークを作っている一方、日本の母親は地域や実際のつながりに

基づいて IT を人とのコミュニケーションの道具として利用していることが示された。首都圏

在住の育児期の母親を対象にした質問紙調査では、IT 利用が母親の年齢、夫・両親・友人との

コミュニケーション、夫婦関係、親との関係、育児感情と関連があることが明らかになった。 
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１． 研究開始当初の背景 

 
(1) IT 利用の普及と社会学における研究： 
本研究を開始した平成 19 年頃には個人の

IT 利用が一般的となり、パソコンや携帯電話
などの IT を利用したコミュニケーションが
日常的に行われていた。世界規模でインター
ネットや携帯電話の利用者が増え、特に日本
とアメリカでのインターネット利用率は非
常に高かった（総務省 ,2009：韓国統計
庁,2007）。またこうした背景から IT に関連
した社会学領域の研究報告も見られるよう
になった時期である。 

 

(2) 育児期の母親の育児と周囲のサポート 
一方家庭での母親中心の育児が孤立し、地
域ぐるみでの子育て支援が期待されている。
そうした中、育児期の母親が IT を使って周
囲の人とのとつながりを持ち、インフォーマ
ルサポートネットワークを作る姿が日常で
見受けられるようになった。 

２． 研究の目的 

第一の目的は、日本とアメリカにおいて育
児期の母親のパソコンや携帯電話利用の現
状について調査・検討をすることである。特
に、母親はインターネットや携帯電話をどの
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ように利用して、またこれらの利用を通じて
どのようにインフォーマルサポートネット
ワークを形成しているのかを把握すること
である。第二の目的は、日米の調査結果を踏
まえ、日本の育児期の母親の IT 利用の詳細
を把握して、母親の育児不安や夫婦関係がイ
ンターネットと携帯電話利用を通じて形成
されたインフォーマルな育児へのサポート
ネットワークからどのような影響を受けて
いるかという点について明らかにすること
である。 

３．研究の方法 

（１）平成 19 年度 
IT と家族および親役割に関して親の IT 環
境とその利用状況について日米でヒアリン
グ調査を実施した。アメリカでは、カリフォ
ルニア州に居住する幼児をもつ母親 10 名に
対して 1 対 1 のインタビューを行った。日本
では、神奈川県横浜市港北区にある地域子育
て支援拠点の施設長とそれを利用する母親
10 名にグループインタビュー調査を行った。  
 アメリカの母親の属性は、年齢は 23 歳から
31 歳、子どもの年齢は 2 カ月から 3 歳で、
全員大学卒、就業している女性である。日本
の母親の属性は、年齢は 30 歳から 40 歳、子
どもが 1 人の人は 3 名、2 人の人は 6 名、3
人の人は 1 名であった。母親 10 名全員が携
帯電話を所有しているが、自分専用のパソコ
ンを所有している母親は 4 名であった。調査
期間は 2007 年から 2008 年である。 

（２）平成 20 年度 
平成 19 年度の調査結果を踏まえ、日本に

おける IT を媒体とした育児サポートネット
ワークが育児期の母親の育児不安や夫婦関
係にどのような影響を与えているかについ
て郵送法による質問紙調査を実施した。対象
は首都圏に居住する未就学児をもつ母親 524
名である。 
 対象者の母親の属性は、年齢が 23 歳から
45 歳、平均年齢 35.7 歳、子どもの人数は 1
人から 5 人で平均 2.14 人である。子どもの
年齢は第一子から末子までで 0 歳から 22 歳
の幅があった。対象者のうち 50.5％が携帯電
話を所有し、同様に自分専用のデスクトップ
パソコンは 1.7％、自分専用のノートパソコ
ンは 5.1％の母親が所有している。そして家
族共用のデスクトップパソコンの所有は
20.6％、家族共用のノートパソコンの所有は
21.8％であった。調査期間は 2009 年 2 月で
ある。 

４．研究成果 

（１）ヒアリング調査研究の結果と考察 

①アメリカの母親 
a.コミュニケーションツールとしてのインタ
ーネット 

対象者となったアメリカの母親たちはほ
ぼ毎日インターネットを利用しており、オフ
ライン（対面上の）やオンライン上の友人と
コミュニケーションをしている。また、イン
ターネット上では、ソーシャル・ネットワー
キング・サービス（SNS）、ブログ、チャッ
トなどを頻繁に利用している。しかし家族と
はインターネットを利用するより、直接的な
コミュニケーションをとっていることが多
い。 
b.情報収集ツールとしてのインターネット 
対象者となったアメリカの母親たちは、イ

ンターネットを使って、育児に関連する情報
（子どもの発達、病気への対応、しつけ、保
育園など）を収集していることが多い。他に
情報収集する内容は、主に子どもや家族との
旅行やショッピングなどのオンライン情報
であった。 
c.インフォーマルサポートネットワークとし
てのインターネット 

対象となった母親たちの多くは、同じよう
に幼児を持つ母親たちとオンライン・ネット
ワークを持っている場合が多い。具体的には、
ほとんどの母親は育児に関するインターネ
ット・コミュニティに加入して他の母親たち
と子育てに関する意見交換などをしている。
また育児や子どもに関する記事をブログに
掲載している母親もいる。 
 
②日本の母親 
a.横浜市港北区地域子育て支援拠点施設長
（A さん）へのインタビュー 
 ご協力いただいた地域子育て支援拠点は、
「誰でも気軽に立ち寄れる小さな家」という
発想から 2005 年に開設された。乳幼児期の
子どもがのんびり遊ぶ場所である。東京近郊
にあり、商店街が近くにある。また、横浜市
の行政が後援している施設である。 

本施設の目的は、子どもをもつ親同士の相
互関係やコミュニケーションを促進し、それ
に関連した地域活動を行うことである。施設
の特徴は、パソコンでのチャット、親子が遊
べるコーナー、子育て相談などを設けている
ことである。 ファシリテーターが配置され、
親同士が接しながらネットワークを作るこ
とができるように親を援助し、また必要で有
用な情報を提供している。そして親のための
クラス、ワークショップ、教室が開催されて
いる。地域で親同士のネットワークを作るた
めに、ココマップ・プロジェクトとココメー
ル･プロジェクトという活動が進行している。
ココマップ・プロジェクトとは、17,000 人
が利用し、インターネットサイトにおいて親
に必要な情報（地域の遊び場・自主保育グル



 

 

ープの開催場所・家事･ベビーシッター・保
育所･幼稚園情報）を提供するために、ネッ
ト上のマップに情報を掲載する活動である。
ココメール・プロジェクトとは、親同士の地
域でのネットワークづくりを目的として、携
帯電話を媒体として行っている。 
b.施設利用者のグループインタビュー 

コミュニケーションツールとしての携帯
電話： 携帯電話でのメールの相手は、家族、
ママ友（子どもの友達の母親）、近所の人, 親
しくつきあっている人などである。携帯電話
でのメールを使う理由として、手軽で相手が
見たいときに接続できるので、相手の迷惑に
ならない、また簡潔なメッセージで内容が伝
わる （夫の「帰るコール」）などの理由があ
げられていた。交換する情報は、自主保育グ
ループや幼稚園･保育所、おけいこごとに関
する内容が多い。メールを交換する友達の合
意の下、メーリングリストを作っていて、「集
合時間に遅れます」などの日程や集合場所の
変更を伝えるために携帯電話のメールを使
って送受信することが多い。 

情報収集のツールとしての携帯電話とイ
ンターネット： 携帯電話からインターネッ
トサイトにつなぎ、例えば病院に行くための
情報（病院の待ち時間を確認、交通機関乗り
換え情報）、セールやバーゲンの情報（スー
パーマーケットやファーストフードの割引）
を得て情報を活用している場合が多い。 

社交ネットワークとしての携帯電話とイ
ンターネット利用： 携帯電話を使った友人、
知り合いなどとのネットワークによって、育
児書では対応できないような育児や子ども
の行動への個性に応じたアドバイスを得る
ことができる。また簡単に情報検索ができ、
インターネットサイトへの問い合わせには
すぐに回答が寄せられる。更に、緊急事態（子
どもの病気など）の時に他の母親、自身や配
偶者の親の助けを求めるといった手軽でパ
ーソナルな交流を行いながら連絡をとる頻
度が高いことが特徴であった。インターネッ
トについては、コミュニケーションサイトと
しての利用 （学生時代の友人同士、子ども
の誕生日が同じグループ, 育児用品の情報や
利用相談など）が多く語られた。 
 
③ヒアリング調査結果についての考察 

アメリカと日本におけるヒアリング調査
の結果について、比較しながら考察を進める。
アメリカと日本において共通している点は、
未就学児の子どもをもつ母親は、インターネ
ットを利用して、自分の親などの親族、友人、
近隣の知り合い、その他の人など様々な人と
のネットワークを広げていることである。 

日米での相違については、携帯電話の利用
頻度は、日本の母親の方がアメリカの母親よ
りも多い。そして、地域のコミュニティとの

結びつきの強さも、日本の方がアメリカより
も強いことが伺えた。この結果については、
日本では地域に根ざした育児支援施設で調
査を行ったためであると考察する。 
一方で、インターネット上でのオンライ

ン・ネットワークに関しては、アメリカの母
親の方が、日本の母親よりも広がりを持って
いるという結果が見られた。さらにインター
ネットからの情報収集の多さ、ブログの利用
頻度についてもアメリカの母親の方が 日本
の母親よりも多いことが示された。 
 このようにアメリカの未就学児をもつ母
親は、インターネット上のオンライン・ネッ
トワークを広く利用し、単なる情報収集をす
るだけにとどまっていないことが明らかに
なった。人と人との対面・対人ネットワーク
を作り、またブログを利用するなどして、イ
ンターネットを社会での人とのつながりを
作るために活用している姿が多く見受けら
れた。 
一方日本の未就学児をもつ母親のインタ

ーネット利用は、情報収集については頻繁に
利用し、育児や家事に必要な情報を手軽に得
るなどの活用が進み、育児期間の不便さをイ
ンターネットの利用で解消しようとする様
子が見られた。しかし、社会の人とのコミュ
ニケーションツールとしての活用は、アメリ
カでの様子とは若干異なる。コミュニケーシ
ョンという点では、オフラインで実際に知り
合った友人や家族との連絡、緊急時に支援を
求めるなどに関するコミュニケーションが
日本の育児期の母親には多く、対面でのネッ
トワーク関係を強める傾向にあることがわ
かった。アメリカで見られるようなインター
ネット上だけでのつながりのようなものは
あまり見られなく、近いものでは、育児に関
するアドバイスや、育児用品の情報などの情
報交換が中心であった。唯一、コミュニケー
ションサイトにおけるオンライン・ネットワ
ークが利用されている様子がアメリカの母
親と同様に見られた。これらから日本の母親
においては、インターネットだけでの人と人
とのつながりが形成されている様子はあま
り多く見られなかった。 
 
（２）質問紙調査の結果と考察 
 日米でのインタビュー調査の結果を踏ま
えて、日本の首都圏において乳幼児（未就学
児）をもつ母親 524 名を対象に質問紙調査を
2009 年 2 月に実施した。 
 質問項目は、インターネット機器の保有状
況、利用状況、活用意識、インターネットを
利用してコミュニケーションをする頻度と
その内容、夫婦関係、夫の育児・家事頻度、
本人の育児・家事頻度、母親の育児不安、育
児充実感などである。 
 



 

 

①母親のパソコンと携帯電話利用状況 
 携帯電話やパソコンをプライベートで利
用する目的（複数回答）は、パソコンでは、
情報サイト（92.9％）、メール（51.5％）が多
く、携帯電話では通話（90.8％）、メール
（98.2％）、情報サイト（46.8％）が多い。 
 またパソコンの一日当たりの利用時間に
ついて、利用時間は一時間未満である人は
73.0％、同じく携帯電話の利用時間が一時間
未満である人は 82.3％となっている。 
 
②母親のＩＴ利用によるコミュニケーショ
ンとネットワーク 

母親の属性と IT利用との関連については、
母親の年齢が低いほど、パソコン、携帯電話
の 1 日の平均利用時間が長く、インターネッ
ト利用を｢ストレスの解消になった｣、「人間
関係が広がった」と肯定的に認識する傾向が
見られた。一方、母親の学歴が高いほど、イ
ンターネットの利用によって｢家にいて用事
が済むようになった｣、｢時間の短縮につなが
った｣という肯定的な認識はあるが、同時に
｢時間が取られるようになった｣、｢人間関係
を広げない｣など否定的な認識をもつ側面も
明らかになった。 
 次に、育児期の母親の IT 利用によるコミ
ュニケーションとネットワークとの関連に
ついては、パソコンの利用時間が長いほど、
対面かつ携帯電話を通じたコミュニケーシ
ョンが減少する傾向が見られた。しかし、携
帯電話の利用時間が長いほど、携帯電話を通
じたコミュニケーションだけではなく、対面
でのコミュニケーションをも増加させる。さ
らに IT を使ったインターネットの利便性を
感じているほど、対面での人とのコミュニケ
ーション、携帯電話を通じたコミュニケーシ
ョンが多くなるという傾向が見られた。これ
らの結果から、携帯電話は日常的な育児サポ
ートネットワークを有効に活用する手段と
して利用されていることが示唆された。 
 
③母親の IT 利用と夫婦関係 
母親の年齢が高いほど携帯電話やパソコ

ンの利用時間が短く，夫との対面での会話時
間も短い。そして母親の就労の有無は，携帯
電話の利用時間や夫との対面での会話時間
とは関係がみられなかったが、パソコンの利
用時間については、専業主婦の母親の方が就
業する母親よりも多いことが示された。 
また、妻の携帯電話の利用時間が多いほど

夫との対面での会話時間も多いが，パソコン
利用による関係はみられない。一方，夫との
対面での会話時間が多いほど、夫との育児に
関する会話と携帯電話での連絡の頻度が多
かった。 

妻の携帯電話の利用時間が多いほど夫婦
関係満足度は低いことが示された。しかし夫

との会話時間が長く、育児に関する対面での
会話やパソコンでのコミュニケーションが
多いほど、妻の夫婦関係満足度が高いという
ことが明らかになった。 
考察として、妻の年齢と IT 利用時間につ

いては、妻の年齢が上がるに従い、子どもの
数も増えて育児・家事量が多く，時間的に余
裕がないことが推測された。一方，専業主婦
の方が、パソコンの利用時間が長いのは，就
労している妻よりも時間的に余裕があるか
らであろう。そして、妻の携帯電話の利用時
間が長いほど、夫との対面での会話時間が多
いのは，携帯電話の利用によるネットワーク
の広がりや情報により話題も豊富になるこ
とが推察される。しかし、妻の携帯電話の利
用時間が長いほど夫との育児に関する対面
での会話が少ないのは、妻は育児に関して友
人や親族とコミュニケーションを取ること
で、夫とは育児についての会話はあまり必要
としていないことが考えられる。さらに，IT
機器の種類によって夫婦の対面での会話時
間や頻度に対する関連の違いがみられたが，
携帯電話利用に関連性があり、パソコン利用
に関連性が見られなかったことはパソコン
利用と比較して携帯電話利用の手軽さと普
及率が高いからではないかと考えられる。 
夫との対面での会話時間が長いほど、夫と

の携帯電話でのコミュニケーションや育児
に関するコミュニケーションが多く、IT 利用
が夫婦の育児協力にプラスに作用する一側
面を示唆していると考える。更に、妻の夫婦
関係満足度を高める要因は、夫との対面での
会話時間，育児に関する対面での会話頻度が
高いことである。その他にもパソコンを使っ
た夫との育児に関するコミュニケーション
も見られたが、対面での会話の多さが夫婦関
係満足度に強い影響があることが示され，妻
にとって、IT を通じてよりも夫との直接的な
会話が夫婦関係により良い影響を与えてい
ることが示唆された。 

 
④母親の IT 利用と親族ネットワーク 
分析の結果、親との対面・IT 利用ネットワ

ークコミュニケーション頻度は、親の年齢や
居住関係と関連がみられ、実親か義親かによ
っても異なっていることが明らかになった。
母親自身の母親の年齢が若いほど、携帯電話
を使ったコミュニケーションが多い。そして
母親自身の携帯利用期間が長いほど、親との
携帯電話を用いてのコミュニケーションを
頻繁に行っていることから、親（特に自分の
母親）が若く、自分が長く使用している携帯
電話を親も利用できる状況にある場合、携帯
電話を使用して頻繁にコミュニケーション
をとることが伺えた。また親の居住地が近い
ほど、母親自身の父親、母親に実際に会う回
数が多い。親が近くに住んでいるということ



 

 

は、会う機会を多くするが、携帯電話やパソ
コンを用いてのオンライン・ネットワークと
居住距離には関係が見られなかった。 

相手が夫の親の場合、義母の年齢が若いほ
ど、実際に会ったり、携帯電話でのコミュニ
ケーションは多いが、義父にはそのような傾
向は見られなかった。義母の場合は、居住距
離が近ければ連絡や用事などに携帯電話を
頻繁に使用するが、居住距離が遠い場合には
「すぐに連絡できる」携帯電話は日常的に使
用する必要性がないことが考察できる。これ
らの結果、義親と実親の差異が IT 利用によ
る親族ネットワークでの大きな特徴である
ことが示唆された。 

 
⑤母親の IT 利用と育児不安、育児充実感 
育児期の母親において、パソコンや携帯電

話の IT 利用時間が長く、IT を使うことで「時
間の短縮につながった」、「人間関係が広がっ
た」といった有効性を感じているほど、育児
についての連絡や相談など IT ネットワーク
を通じて行うことが多くなり、それを介して
実際に会って育児に関する会話をすること
も多くなっていることが明らかになった。そ
して、実際に会って育児に関するネットワー
クを強めることは、母親の育児に関する充実
感を高める。また、携帯電話を介したネット
ワークが、パソコンでのネットワークよりも
実際に会う機会を多くするという結果が示
された。このように IT の種類によっても結
果の相違が見られた。 
これらの結果から、育児期の母親は、子ど

もの年齢が低いために外出や人と会うこと
が制約されがちであるが、パソコンや携帯電
話での IT ネットワークを利用して、育児の
情報を得る、育児に関する連絡を取り合う、
育児の悩みや心配事を相談していることが
明らかになった。そして IT ネットワークを
多く活用することが、実際に会うというネッ
トワークを拡大させ、育児や子育てを共通の
話題とする人たちとつながりの機会を提供
し、更に、母親の育児に関する充実感が高め
られることが示唆された。 

 
（４）成果に対する意義、インパクト 
 本研究の成果は、二つの点で意義、インパ
クトがある。ひとつは、我が国の育児期の母
親を対象にして、IT 利用とソーシャルサポー
トネットワークや家族との関係性について、
新たな知見を蓄積できたことである。乳幼児
をもつ母親の研究蓄積は多いが、現代社会に
おける IT 利用が母親のサポートネットワー
クや家族とのつながりに関連があると示し
たことは新規性があり、かつ育児期の母親支
援活動に対しても重要な示唆を得ることが
できたと考えている。 

ふたつ目は、日米での比較を通じて、我が

国の母親の IT 利用の特徴が示された点であ
る。我が国では、かねてより地域や行政にお
いて育児支援活動が促進されている中、今回
のインタビュー結果からは、IT 利用において
も地域や母親仲間の実際のコミュニティが
ベースになっている様子が見られた。この点
において、IT 利用により得られた地域での子
育てネットワークに支えられながら、多くの
母親は社会とのつながりを保っていること
が示されたことは重要である。 
 

（５）今後の展望、研究課題 
今後の展望、研究課題は次の 4 点である。

①育児期の父親 
本研究では、我が国の現状において主に育

児を担う母親の育児感情と IT 利用について
明らかにしてきたが、父親の育児参加が社会
的に求められている中で、父親も対象にして
研究をすべきであると考えている。また母親
と父親での相違も検討していきたい。 
②世代間関係 
 今回の研究では、研究対象者を育児期の母
親としたため、その母親の親世代、つまり祖
父母世代への調査を行わなかった。高齢社会
である我が国おいて、祖父母世代へも焦点を
当てた世代間での家族関係と IT 利用につい
ても展開していく必要があるだろう。 
③IT 利用と地域性 
 今回の対象者は、首都圏在住の母親であっ
た。IT 利用や子育ての環境は地域によっても
差異があることが考えられるため、今後は地
域性も検討するために首都圏以外での地域
でも研究を行いたい。 
④諸外国との比較 

日本とアメリカに加え、社会・政治・経済
事情は異なるがインターネットや携帯電話
の利用頻度が高い韓国と中国の育児期の親
のインターネット利用の実態とサポートネ
ットワークとの関連について調査を拡大す
ることを今後の研究課題として考えている。 
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